
地 域 力 推 進 会 議
令和７年 11月７日
久が原地区自治会連合会

令和７年度 久が原地区自治会連合会の取組み

（１）管内企業主催「楽しく学ぶ！防災イベント」への後援・協力

概要

日程・会場 令和７年６月１日(日) 久ヶ原スイミングクラブ

後援・協力内容

久が原地区自治会連合会と防災協定を締結している（株）久ヶ原スポーツクラブ主催の
「防災イベント」に、久が原地区自治会連合会・久が原特別出張所が後援・協力として参加。

参加人数 子ども：34名

⚫ “親子で学ぶ防災教室”に久が原地区の新旧自治会長が先生役で参加

⚫ 久が原独自の防災ルールである「久が原ルール」を地域の子どもたちへ紹介

保護者：47名

久が原地区
自治会連合会
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（２）久が原会館施設開放企画 ～“久が原会館の夏休み”～

概要

目的 地域の子どもたちの居場所づくり

施設開放期間 令和７年８月13日(水)～8月15日(金)

連携・協力
出張所

社会福祉
協議会

自治会
連合会

地域団体・
ボラン
ティア

⚫ 自治会連合会として地域の施設
を無料で開放し、地域の情報発
信や学び・遊びの場を提供する。

⚫ 出張所は自治会、社会福祉協議
会と意見交換しながら企画の準
備を進める。

⚫ 社会福祉協議会は企画にあたっ
て、協力いただけるボランティ
ア人材の手配等をおこなう。

久が原会館の夏期休館期間を利用し、地域の小中高生世代のために施設を無料開放。

利用目的に応じてスペースを区切り、自主学習・体験学習・地域からの情報発信の場を提供。

来館者

８月13日(水)

３日間で延べ115名（保護者込み）
（開催日別）

57名 ・かわせみ工作
・茶道体験

・バルーンアート作り
・不安てどこからくるの？

８月14日(木) ・布で飾るうちわを作ろう！
・新聞紙エコバッグ作り

34名

８月15日(金) ・久が原の歴史を学ぼう！24名

３日間で延べ９名
(※中学生3名 小学生4名 保護者2名)

自習スペースの利用

アンケートの声（抜粋）

①参加者

小1～4：37％

大人のみ：25％

小5～6
：18％

中学生：12％

未就学児
・高校生：8％

②参加した理由 体験学習の

内容に興味：30％

親子で
参加できる：21％

久が原会館を
知っていた：19％

その他：15％

夏休みに遊ぶ場を
探していた：12％

かわせみ工作 茶道体験

バルーンアート 麻雀体験
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（３）久原小４年生 総合学習への参加

概要

実施日 令和７年９月20日(土) ５校時

⚫ コミュニティスクールの一環として、久原小学校４年生の総合学習授業に自治会長がゲストティーチャーとして参加。

「久が原地区の自治会と防災」をテーマに、自治会連合会長が久が原地区全体の自治会活動について紹介。

対象 ４年生児童 ４クラス（129名）

令和８年2月の学校公開時には久が原地区５つの自治会長が
それぞれの自治会の活動を児童に講話

（今後の予定）

⚫ 久が原地域で防災啓発活動に取り組むNPO法人も総合学習に参加、「災害時に使える携帯トイレ」について紹介。

⚫ 「在宅避難」の周知啓発、大地震に備えて自宅でできること、久が原地区の避難所について講話。
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（４）第36回ふれあい久が原大運動会の開催

概要

実施日 令和７年10月19日(日)

1,069名（従事者含む）

⚫ 久が原管内の自治会や青少年対策地区委員会、商店街、小中学校ＰＴＡなどが実行委員となり、例年１０月に開催し
ている久が原地区最大のイベント。

参加人数

（今後の予定）

⚫ 来賓の方々が参加した「パン食い競争」や未就学児対象の「宝探し」、自治会対抗の「大綱引き」など様々な種目を実施。

⚫ 大森第十中学校・雪谷高等学校から吹奏楽部とチアリーディング部が出演したほか、久が原管内に事業所をもつ２社
が協賛企業ブースとして参加。

43社協賛企業数

第36回大会優勝：久が原東自治会
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